
社会福祉法人
能美市社会福祉協議会広報誌

第43号

平成28年3月1日発行 視覚に障がいのお持ちの方等で、広報誌
の音訳テープを聞いてみたいと思われる方
は、社会福祉協議会までご連絡下さい。

社会福祉協議会の事業に対するご意見やご要望をお寄せ下さい。

　第2次能美市地域福祉活動計画（平成25～
29年度）3年目の活動報告や、市民の方々の支

え合い、助け合い活動、ボラ
ンティア等に参加し話し合い
ます。詳しくは、先にご家庭
にお配りしたチラシや能美市
社会福祉協議会のホームペー
ジをご覧下さい。

目次

地域福祉推進のマスコット
のみんちゃん

能美市合併11年目　いよいよ第2ステージへ　
平成27年度�春まちぽかぽかプロジェクト開催!

2/27㈯～3/6㈰

2P 春まちぽかぽかプロジェクト開催

3P 日常生活を地域で支える包括的なしくみを考える組織

たすけあい・ライフサポーター活動支援講座開講

4P 地域福祉委員会特集・地域福祉委員会活動推進員研修会開催

5P 寺井高齢者支援センター業務案内
福耳ネット会員募集・社協会員会費最終報告

6P 各種相談日・これからの予定・寄付御礼

7～8P ボランティア・コミュニティ活動支援センターだより

熱気に溢れたプログラムの様子（H26年度）
医療・介護・地域の連携についての理解を深める話し合いや、
地域の高齢者福祉施設での交流・認知症カフェなど

どなたでも、どうぞお気軽にご参加下さい。



2



日
常
生
活
を
地
域
で
支
え
る

包
括
的
な
し
く
み
を
考
え
る
組
織

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
推
進
協
議
体
が
活
動
開
始

　
今
般
、
介
護
保
険
法
が
改
正
さ
れ
、
地
域
支
援
事
業
と
し
て
地
域
の
方
々
も
参
加

し
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
生
活
支
援
の
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
能
美
市
で
も
地
域
に
お
け
る
生
活
支
援
体
制
を
構
築
す

る
た
め
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
１
月
21
日
㈭
、
28
日
㈭

に
「
た
す
け
あ
い
・
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
支
援
講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
能
美
市
社
会
福
祉
協
議
会
受
託
）

　
講
座
の
１
日
目
は
高
齢
者
の
心
身
の
特
性
と
暮
ら
し
に
つ
い
て
と
認
知
症
の
理

解
と
対
応
に
つ
い
て
、
２
日
目
は
利
用
者
の
接
し
方
に
つ
い
て
の
講
義
と
演
習
・
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
生
活
援
助
の
実
際
に
つ
い
て
29
名
が
受
講
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、

地
域
で
の
実
習
を
２
回
行
う
予
定
で
す
。
受
講
修
了
後
は
「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
タ
ー
」

と
し
て
登
録
さ
れ
、
地
域
に
お
け
る
様
々
な
生
活
支
援
の
担
い
手
と
し
て
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
度
も
同
講
座
を
複
数
回
開
催
す
る
予
定
で
す
。
詳
細
等
決
ま
り

ま
し
た
ら
改
め
て
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

た
す
け
あ
い
・
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
支
援
講
座
開
講

利用者への接し方について大切にしたい事を意見交換しました。

市から行政説明を受け気持ちもあらたにする受講者の方々

　
「
能
美
市
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
推
進
協
議
体
」

は
、
能
美
市
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
専

門
部
会
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
生
活
支
援
や
介
護

予
防
活
動
の
提
供
団
体
等
が
参
画
し
、
情
報
共

有
や
連
携
強
化
を
図
り
、
不
足
す
る
サ
ー
ビ
ス

や
資
源
の
開
発
、
基
盤
整
備
を
す
す
め
、
支
え

あ
い
の
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

（
サ
ー
ビ
ス
提
供
団
体
、
町
会
連
合
会
、
民
生

委
員
児
童
委
員
協
議
会
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
、
商
工
団
体
、
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
、
高
齢
者
・
障
害
者
・
子
育
て
支
援
活
動
団

体
、
行
政
関
係
課
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
15
名

よ
り
構
成
。
他
、
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
や
さ

わ
や
か
福
祉
財
団
も
参
加
）

　
そ
の
第
１
回
会
議
が
、
平
成
27
年
12
月
21
日

㈪
に
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
に
て
開
催
さ
れ
、
組

織
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
後
の
運
営
方

法
と
し
て
、
第
２
次
能
美
市
地
域
福
祉
活
動

計
画
「
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

委
員
会
」「
支
え
あ
い
の
し
く
み
づ
く
り
委
員

会
」「
市
介
護
専
門
部
会
」
と
の
連
携
や
、
各

町 （
内
） 会
を
基
盤
と
し
た
助
け
合
い
の
実
践

の
し
く
み
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を
進
め

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　
会
長
は
新
川
葉
子
氏
（
能
美
市
社
会
福
祉
協

議
会
）、
副
会
長
は
中
田
八
郎
氏
（
町
会
連
合

会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え
ん
が
わ
代
表
）。

あいさつをする伴場市社会福祉協議会常務理事兼事務局長
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西
二
口
町
地
域
福
祉
委
員
会
で
は
こ
れ
ま
で
、能

美
市
の
健
康
福
祉
部
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の

ご
支
援
を
頂
き
な
が
ら
、「
の
み
活
倶
楽
部
」、「
い
き

い
き
サ
ロ
ン
」、「
高
齢
者
の
マ
ッ
プ
作
り
」な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
以
外
に
も
、白

寿
会（
老
人
会
）の
活
動
、児
童
見
守
り
隊
の
活
動

（
小
学
校
P
T
A
主
催
）な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
町
で
は
、平
成
₂₆
年
度
か
ら
、町
内
会
長
が
音

頭
を
採
っ
て
、地
域
福
祉
委
員
会
を
結
成
し
、２
カ

月
に
１
回
委
員
会
を
開
き
、地
域
福
祉
に
つ
い
て
の

議
論
を
し
て
き
ま
し
た
。現
在
、西
二
口
町
地
域
福

祉
委
員
会
と
し
て
の
全
体
の
組
織
体
制
が
ほ
ぼ
固

ま
り
、新
た
に
高
齢
者
個
別
に
対
す
る
福
祉
支
援
の

試
み
と
し
て
、町
民
の
支
援
を
頂
い
て「
ほ
ほ
え
み

ネ
ッ
ト（
仮
）」を
結
成
し
よ
う
と
企
画
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の「
ほ
ほ
え
み
ネ
ッ
ト（
仮
）」で
は
、以
下
の

よ
う
な
内
容
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

❶
支
援
を
必
要
と
す
る
人
の
見
守
り
体
制
の
確
立

❷ 

災
害
時
の
対
応
に
向
け
て
︑地
域
防
災
組
織
要
支

援
者
に
対
す
る
避
難
支
援
体
制
の
確
立

❸
個
別
支
援
体
制
の
確
立
︒

　
こ
の
う
ち
、❶
は
、ご
近
所
か
ら
の
温
か
い
見
守

り
に
よ
り
、町
民
個
別
の
孤
立
化
を
防
ぐ
体
制
を
築

こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。❸
は
、具
体
的
に
支
援
を

必
要
と
し
て
い
る
高
齢
者
に
対
し
て
の
話
し
相
手
、

雪
す
か
し
の
手
伝
い
、電
燈
の
付
け
替
え
、な
ど
の

支
援
が
で
き
る
有
志
を
募
り
、町
民
に
よ
る
実
行
部

隊
を
結
成
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、❸
で
は
、対
応
が
相
手
に
と
っ
て
強
引
と

思
わ
れ
な
い
慎
重
さ
も
要
求
さ
れ
ま
す
の
で
、本
人

か
ら
の
申
し
出
を
受
け
て
、民
生
委
員
児
童
委
員
の

指
示
で
実
行
部
隊
が
行
動
す
る
と
い
っ
た
配
慮
も

必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、当
町
で
の
個
別
に
対
す
る
福
祉

支
援
の
活
動
は
ま
だ
始
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、今
後

慎
重
に
審
議
を
重
ね
、実
現
に
向
け
て
進
め
て
参
り

ま
す
。 

（
町
内
会
長　
本
村　
彰
則
）

西
二
口
町
地
域
福
祉
委
員
会

地域福祉
委員会

特集!

地域福祉委員会

活動部隊

福祉支援

社会活動 公民館
運営委員会
金さん銀さん
ふたくち屋
（専門施設）

いきいきサロン
老人会員

地域支援に
関心のある町民

健康づくり

健康診査
のみ活倶楽部

PTA
老人会 ほほえみネット（仮）

地域防災

自主防災組織

自衛消防団員

楽しく
歌う会

能美市社協

児
童
見
守
り
隊

　
12
月
15
日
㈫
、地
域
福
祉
委
員
会
活
動
推
進
員
研
修
会
が
寺
井
地
区

公
民
館
で
開
催
さ
れ
、町（
内
）会
長
や
地
域
福
祉
委
員
会
活
動
推
進
員

な
ど
約
１
２
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
、金
城
大
学
社
会
福
祉
学
部　
内
慶
瑞
教
授
を
迎
え
、「
地
域

の
つ
む
ぎ
役
に
な
ろ
う
！
～
地
域
で
の
支
え
あ
い
活
動
を
す
す
め
る
た

め
に
～
」を
テ
ー
マ
に
、九
谷
町
地
区
福
祉
委
員
会
の
活
動
事
例
報
告

を
聞
い
た
後
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で「
公
民
館
で
の
世
代
間
交
流
や
通

い
の
場
づ
く
り
」、「
地
域
で
で
き
る
認
知
症
高
齢
者
の
徘
徊
時
の
見
守

り
」・「
ち
ょ
っ
と
し
た
助
け
合
い
」な
ど
に
つ
い
て
、情
報
交
換
し
ま
し

た
。

　
今
後
、
地
域

福
祉
委
員
会
活

動
推
進
員
に

は
、町（
内
）会

単
位
で
の
第

３
層
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
と
し
て
、
地

域
福
祉
委
員
会

の
中
で
、
生
活

の
困
り
ご
と
を

サ
ポ
ー
ト
す
る

調
整
役
を
担
う

こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
委
員
会
活
動
推
進
員
の
研
修
会
開
催

〜
地
域
に
お
け
る
通
い
の
場
づ
く
り（
介
護
予
防
）と
生
活
支
援
活
動
〜

町（内）会単位での地域福祉委員会では、１人ひとりの住民が抱える生活上の困り

ごとを、町内全体の問題と捉え、みんなで解決方法を考えます。

① 気づく
日頃の見守りの中で、心配な

方、気になる方などの変化に気

づき、地域福祉委員会のメンバ

ーでその情報を共有します。

② 話し合う
①で共有した課題に対して、

地域でどんなことが出来るか

を話し合います。

③ 解決に向けて
それぞれの地域の状況に

応じて、地域で取り組んだ

り、行政や専門機関につな

いだりします。

★社会福祉協議会も共に

考えます。

声かけ・安否確認 地域の通いの場づくり 簡単な日常生活の手伝い

地域福祉委員会

活動推進員

地域福祉委員会

活動推進員

地域福祉委員会活動推進員は、地域福祉委員会の活動のコーディネーターです♪

地域での支えあい・介護予防活動のイメージ図
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　これまで、能美市が直営していた高齢者支援センターが、平成27年10月1日から能美市内の各中
学校区単位に設置されました。寺井地区においては、（社福） 能美市社会福祉協議会が受託し、ふれ
あいプラザ（寺井町た8番地1）2階において、主任介護支援専門員、地域ケアの経験のある看護師、
社会福祉士の各専門職員を配置し、業務を開始しました。
　今後、各高齢者支援センターでは、高齢者等の地域での安心・安全な暮らしを支援していくため、
地域福祉委員会、民生委員児童委員、福祉推進員の方々、及び市、市社会福祉協議会等と連携を図り
ながら、地域づくりにも取り組んでいきます。各地区の地域福祉委員会やいきいきサロン等にもお伺
いさせて頂くこともありますが、その折は、どうぞよろしくお願い致します。
　なお、業務内容は、次のとおりです。

寺井高齢者支援センター業務案内

平成27年度
能美市社会福祉協議会会員会費
皆様のあたたかいご理解とご協力、ありがとうございました。
� （平成27年12月31日現在）

組織・団体・企業からの会費納入一覧（敬称略）

※ほほえみ第42号記載以降の納入分

 正会員 	 能美市商工会
	 福祉ボランティア	チーム20
 賛助会員 	 佐野町　（株）青郊

最終報告
正会員	 個人会員	 690名	 690,000円
	 組織・団体・法人会員	 78社	 460,000円
賛助会員　個人	 3,671名	 1,996,102円
	 団体・企業	 269社	 863,000円

合計4,009,102円

⃝高齢者福祉制度、サービス及び介護・認知症に
関する相談

⃝介護保険の新規・変更利用の申請
⃝介護予防（要支援1・2）・日常生活支援総合事業・

サービス利用者の計画作成等

営業時間  月～金曜日（祝祭日・年末年始を除く）
  8時30分～17時15分
連 絡 先  TEL  0761－58－6117
  FAX  0761－58－6733
  E-mail terai-shien@nomi-shakyo.jp

※�なお、根上地区は、能美市立病院が、辰口地区は、
（社福）�陽翠水が、各高齢者支援センターを受託し
ています。

福耳ネット会員募集
　耳が聞こえない・聞こえにくいということで
出掛けることが億劫になっている方、「福耳ネッ
ト」に来てみませんか？
　「福耳ネット」は耳が不自由な方々が集い、毎
月軽い体操やレクリエーション、社会見学、温
泉保養、手芸や料理などをして楽しい時間を過
ごしています。ボランティアの方々のサポートも
あります。参加の方法についてなど、関心のあ
る方は、下記までご連絡または、お越し下さい。

問い合わせ先
能美市社会福祉協議会
〒923－1121 能美市寺井町た8番地1
（ふれあいプラザ 2階）
ＴＥＬ  0761－58－6200
ＦＡＸ  0761－58－6250

	 前田	由美子	 石川	友貴	 浅田	直実
	 （看護師）	 （社会福祉士）	 （看護師）

	 寺西	智江	 	 新川	葉子
	（介護支援専門員兼管理者）		（事務局次長兼センター長）

お気軽に
お越し下さい!!
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相談日のお知らせ
●�弁護士無料法律相談　 要予約 　午後1時30分～午後3時30分

相談日 開催場所 問い合わせ
3月4日㈮、18日㈮

ふれあいプラザ （☎58－6200）4月7日㈭、22日㈮
5月9日㈪、26日㈭

（平成28年3月～5月分） 気軽にお問い
合わせ下さい！

●�行政書士無料相談　 要予約 　午後1時30分～午後3時30分
相談日 開催場所 問い合わせ
3月17日㈭

ふれあいプラザ （☎58－6200）
5月19日㈭

※弁護士無料法律相談・行政書士無料相談については、時間は一人およそ30分、1日4名迄です。

●�行政書士無料特別講習会　 予約不要 　午後1時30分～午後3時30分
相談日 開催場所 テーマ
3月 3日㈭

ふれあいプラザ
相続と遺言がわかる講座③「遺言書作成の基礎知識」

4月14日㈭ 相続と遺言がわかる講座①「よくわかる相続の基礎知識」
※講習会後に、テーマに基づいた個別相談も開催します。（問い合わせ先：☎58－6200）

●�心配ごと相談
　午後1時30分～午後3時30分� 予約不要

開催日 開催場所

根上地区 毎月25日 根上窓口センター
（旧根上社会福祉センター）

寺井地区 毎月  5日 寺井地区公民館
辰口地区 毎月15日 辰口福祉会館

（お問合せ先☎58－6200）

●�ほっとあんしんサロン
　午後1時30分～午後3時30分� 予約不要

開催日 開催場所・問い合わせ
3月 2日㈬

ふれあいプラザ
（☎58－6200）4月13日㈬

5月11日㈬
※高齢期を迎えての健康や、暮らし方の不安、また介護をし
ていての心の悩みなど、日頃の思いを気軽に語り合いませ
んか。「能美市介護を考える会」会員がスタッフとしてお
待ちしています。どなたでも、お気軽にご参加下さい。
※3月2日㈬は春まちぽかぽかプロジェクトにあわせて行い
ます。

●�親子サロン（ママ友相談）� 予約不要
開催日 開催場所

根上地区 毎週 水曜日 根上北部児童センター午前9時30分～午後1時30分

寺井地区 毎週 土曜日 ふれあいプラザ午前10時00分～午後2時00分

辰口地区 毎週 火曜日 岩内児童館午前 9時30分～午後1時30分
※子育て中の親子の仲間づくりや気軽に子育てを相談できる場
（ママ友相談）として開催。子育ての先輩がスタッフとしてお
待ちしています。
    根上地区　3月30日、5月4日
※お休み  寺井地区　4月30日、5月7日
    辰口地区　3月29日、5月3日

⎧
⎜

⎨
⎜

⎩

これからの予定 平成 28年 3月～ 5月

2月27日㈯
～3月6日㈰

よろっさ　やろっさ　つなごっさ！
春まち　ぽかぽか　プロジェクト
主催：能美市社会福祉協議会

第2次能美市地域福祉活動計画あ
たたかい地域づくりの会

（詳しくは、能美市社会福祉協議会HPを
ご覧ください）

その他

3月22日㈫
地域福祉委員会活動推進会議
時間／19時30分～　
会場／ふれあいプラザ

3月28日㈪
能美市社会福祉協議会　理事会・評議員会
時間／13時30分～　
会場／ふれあいプラザ

ありがとうございました
・粟生町五五厄年一同
　（粟生町）

平成27年11月16日～平成28年2月15日

寄 付 御 礼（敬称略）
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いつもたくさんの団体や個人の皆さんからご協力をいただき、誠にありがとうございます。
H27.12月～ H28.2月の期間、プルタブの収集にご協力下さった方々を一部紹介します。
根上中学校 29kg・大釜屋保育園 5kg・大成保育園 10kg・根上南部保育園 10kg・若葉保育園 1.4kg（敬称略・順不同）

プ ル タ ブ 収 集 の ご 報 告

　ボランティア活動中の事故やけがを保障するボランティアの活動保険として、能美市ボランティア・
コミュニティ活動支援センターに登録する方を対象に、全国社会福祉協議会の団体保険に加入します。
掛け金は能美市社会福祉協議会が助成しています。
　平成28年度の新規加入・更新手続き申請は、平成28年3月25日㈮までに、能美市社会福祉協議会へ
お申込み下さい。

対象活動…日本国内における自発的な意思により他人や社会に貢献する無償のボランティア活動
補償金額…基本Aプラン（死亡保険　後遺障害保険金1,200万円　入院保険金日額6,500円）
補償期間…平成28年4月1日から平成29年3月31日まで

支払い対象の主な活動
（1） 傷害事故
� （ボランティアがボランティア活動中の急激かつ偶発的な外来の事故により怪我をした場合に支払われます。）

（2） 賠償事故
� （ボランティアがボランティア活動中の偶発的な事故により他人に怪我をさせたり、他人の物を壊したこ

とにより法律上の損害賠償責任を負った場合に支払われます。）

ボランティア活動保険について詳しく知りたい方は、ボランティア・コミュニティ活動支援センター
（☎58-6200）までお問い合わせください。

平成28年度 ボランティア活動保険新規加入・更新のご案内

助け合いの気持ちを活かす収集活動のご紹介！
収集している物 集めている団体 送付しているところ このように使われています！
エコキャップ NPO法人能美市作業

所連合会「一歩」
（宮竹町180-1）

※ 直接ご持参頂いても
結構です。

「世界の子どもにワクチ
ンを日本委員会（JVC）」

エコキャップを換金。そのお金でポリオワクチン
を購入し、世界各地に贈っています。
（エコキャップ800個で子供1人分のポリオワクチ
ンになります。）

「積水樹脂株式会社」 細かく粉砕し、リサイクル製品に生まれ変わる材
料に加工しています。

ベルマーク

ボランティアグループ
山ぼうしの会

※下記へ

ベルマーク財団
ベルマークは1点1円として換金。一部は発展途上
国の教育支援になり、一部が集めた地域の学校教
育備品購入に使われます。

使用済インク
カートリッジ

キャノン・エプソン・
リコー等企業

使用済インクカートリッジの回収を通じて、ベル
マーク運動に参加。使途は上記の通り。

古切手
書き損じハガキ
使用済テレフォン
カード
プリペイドカード

公益財団法人
ジョイセフ
（家族計画国際協力）

アジア・アフリカ中南米の発展途上国の保健活動
（予防接種や保健師の活動）の助成に使われます。

プルタブ 能美市社会福祉協議会 金属廃品回収業者にて換金、車椅子購入。市内福祉施設等へ寄贈します。

ベルマーク

持ち込み場所
 能美市社会福祉協議会（ふれあいプラザ）、白寿会館、
亀齢荘、辰口高齢者支援センターに収集ボックスを設
置しています。

ご協力をお願いします

この回収ボックスが目印です。➡
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さぁ、あなたも自分にできることを！
こちらからは能美市ボランティア・コミュニティ活動支援センターだより

通称：「ボランティアセンター」だより

最新ボランティア登録数
3,868
92

（個人も含め）人

グループ

（H.28.3.1現在）

こちら側からの２ページは、ボランティアに関する募集や、“知って得する、役立つ”情報を掲載しています。
皆様からのご質問にもお答えしますので、どんどんホットな情報やお声をお寄せください。

ジュニアボランティアクラブ活動報告
　12月13日㈰の振返り会をもって、
市内の11福祉施設（特別養護老人ホー
ムやグループホーム等）における全
17コースの体験活動が終了しました。
　参加した親子からは、レクリエー
ションの手伝いや利用者の方々とのふ
れあいを通して感じた「相手を思い
やる事の大切さや喜んでもらえる嬉し
さ」などが語られました。

社会福祉法人 能美市社会福祉協議会 �nomi@nomi-shakyo.jp
ホームページ�http://www.nomi-shakyo.jp

〒923－1121　石川県能美市寺井町た8番地1　能美市ふれあいプラザ　2階
◉�法人事務局 （☎ 0761－58－6200　FAX 0761－58－6250）
◉ ボランティア・コミュニティ活動支援センター

◉ ファミリー・サポート・センター （☎ 0761－58－6230　FAX 0761－58－6250）
◉ ヘルパーステーション能美 （☎ 0761－58－6603　FAX 0761－58－6733）
◉ 能美居宅介護支援事業所 （☎ 0761－58－6005　FAX 0761－58－6733）
◉ 寺井高齢者支援センター （☎ 0761－58－6117　FAX 0761－58－6733）

☎ 0761－58－6200　FAX 0761－58－6250
ホームページ http://nomi-vc.net

ハロウィンで
楽しく交流♪

体験したことを
スライドを使って、
発表し合いました！

感 想
・今までにない体験が子
どもと一緒に出来て良
かったです。
・ボランティアすること
がとてもよいと分かっ
たので、これからも続
けていきたいと思いま
した。

　驚くことに私は、小学校時代の作文に「大人になったら寿し屋をします」と書いて
いました。高校卒業後、尼崎の調理師学校で学び、県内外の飲食店勤務を経て22歳の
時、家業の食品スーパーを手伝い、23歳の結婚を機に「まるいし食品」を開業しました。
その時、母の調合酢で作ったお寿司が評判を呼び、卸して欲しいとの要望が相次ぎ、
妻の名前から「奈々寿し」と改名して、10坪の仕事場で卸し業を創めました。1985
年に有限会社設立、新工場を立上げ、270店舗を越えるお得意様に助けられ、「カジュ
アル割烹いしざき」「焼肉あらはた」も開業しました。この間一貫して、「お客様に
うそをつかない」をモットーに、添加物のない材料を厳選し、安心安全な食の提供
に努めてきました。地域の皆様に愛される店として、地元で何かお役に立てることはないかと考え、平成
7年から社会福祉協議会の一人暮らし高齢者等を対象とする「ふれあい弁当」にお寿司の提供をさせても
らっています。当初は、寺井地区（年4回100食分ずつ）だけでしたが、平成27年度から市全域分に広げ
て協力しています。また、若者の米飯離れを憂い、近隣高校の昼食日替わりランチ販売にも力を入れてい
ます。これからも皆様から信頼され喜ばれるよう、真心こめて「寿し」を活かした地域貢献をしていきた
いと思っています。

≪企業の地域貢献・ボランティア活動紹介コーナー≫ 連 載 No.12　奈々寿し さん 寺井町

お寿しが入った
お弁当はとても
喜ばれています
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